




 

 今回は夜間就寝時の安楽な体位についてまとめた。PMD 患者(児)に対する体

位交換の実際を考えてみると、彼らに問いかけながら、要求に応じて納得のい

くまで行うといった受動的な援助であった。こうした援助は、かなりの時間を

要することもあり、睡眠というかけがえのない休息を妨げるのみならず、不安

と焦燥を招く結果ともなっていた。「こうすれば楽である」という能動的な確信

ある援助ができないものかと考えさせられていた。 


